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 高専の本科および専攻科の卒業生が活躍する産業界は，日本の工業がグローバル化する

に伴い，活躍の場は海外と密接に関連することは言うまでもありません。更にインターネッ

トの普及により世界は瞬時に結ばれます。そこで本校で行われる技術者教育も当然国境を

越えた世界を意識し，その水準を満たす必要があります。そこで技術者教育の世界的水準で

ある「ワシントンアコード」に準拠した JABEE（日本技術者教育認定機構：Japan 
Accreditation Board for Engineering Education 1999 年 11 月 19 日設立）基準を満たす

べく，技術者教育プログラムの設定を目指しております。 
 
「制御情報システム工学」教育プログラムが目標とする技術者像は以下のとおりです。 

「社会性を身につけ，自律した高度な専門技術者の育成」 

１．システムの立案，設計，構築，評価ができる高度な専門性を有した 

  創造性のある技術者の育成 

２．自ら学び行動し主張できる，主体性のある自律した技術者の育成 

３．国際コミュニケーション能力を身につけ，社会的に広い視野を有し 

  倫理観を持った技術者の育成 

 
本書はその教育プログラムの履修手引きであり，熟読して学習に役立てるようにして下さ

い。 
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１ 教育プログラムの学習・教育目標 
 
1.1 JABEE の目指す教育要件 
最初に JABEE が目指す教育要件を掲げます。 

（ａ）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 

（ｂ）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者の社会に対する貢献と責任に関

する理解 

（ｃ）数学及び自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力 

[電子情報通信・コンピュータ及び関連の工学分野] 

○コンピュータ、ソフトウェア、情報等に関する工学教育プログラム： 

・論理回路、情報理論、データ構造などの知識 

・上記の知識を組み合わせることも含めた応用能力 

（ｄ）当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力 

[電子情報通信・コンピュータ及び関連の工学分野] 

○プログラムの学習・教育到達目標の達成に向けた学習・教育内容に含まれる工学的

な機能及び概念を組み合わせた複雑なシステムに関する知識 

（ｅ）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力 

[電子情報通信・コンピュータ及び関連の工学分野] 

○プログラムの学習・教育到達目標の達成に向けた学習・教育内容に含まれる工学的

な機能および概念に関する実験を計画・遂行し、データを正確に取得・解析し、工

学的に考察する能力 

（ｆ）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力 

[電子情報通信・コンピュータ及び関連の工学分野] 

○プログラムの学習・教育到達目標の達成に向けた学習・教育内容に含まれる工学的

な機能および概念を他者に正確に説明する能力 

（ｇ）自主的、継続的に学習する能力 

（ｈ）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力 

（ｉ）チームで仕事をするための能力 

 
1.2 JABEE の教育要件を達成するための「制御情報システム工学」教育プログラムの学

習・教育目標  
次に JABEEの教育要件を達成するために，本校「制御情報システム工学」教育プログラム

が目指す学習・教育目標を示します。 

 

（Ａ１）文化や歴史を踏まえ国際社会で生じる様々な現象について総合的に把握すること

ができる 

（Ａ２）社会や環境に与える影響を考慮し経済的・倫理的な視点から考えることができる 

（Ｂ１) 工学分野における諸現象のしくみを数学的・物理学的に理解できる 
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（Ｂ２) 電気・電子分野及び通信分野について理論的に説明できる 

（Ｂ３) 情報分野について理論的に説明できる 

（Ｂ４) 複合分野にわたる知識を身につけ有機的に結び付けることができる 

（Ｂ５) 電気・電子分野及び情報分野のハードウェア・ソフトウェア実験・実習を通して、

工学的に考察し活用することができる 

（Ｃ１) 日本語・外国語により書かれた文章を理解し、文章や口頭発表により表現するこ

とができる 

（Ｃ２) 共通の制約条件の中，個人またはチームで計画的に PJ を進め、創造的なシステ

ムを実現し表現することができる 

（Ｃ３) 新しいシステム・概念を創生し、表現することができる 
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２ 教育プログラムの対象 
制御情報システム工学教育プログラムは，主に本科４年次から専攻科２年次までの４年

間を大学学部１学年から４学年相当と位置付け，これらの学習教育の内容を対象としてい

ます。専攻科「制御システム工学専攻」に入学した学生は無条件に制御情報システム工学教

育プログラムの対象となります。本校の専攻科に入学できる者は本校の学則に規定されて

おり次の者が含まれます。 
 （１）高等専門学校を卒業した者 
 （２）短期大学を卒業した者 
 （３）専修学校の専門課程を修了した者のうち，学校教育法第８２条の１０の規定により

大学に編入学することができる者 
 （４）外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者 
 （５）外国の学校が行う通信教育における授業科目を，我が国において履修することによ

り，当該外国の学校教育における１４年の課程を修了した者 
 （６）我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育におけ

る１４年の課程を修了した者に限る。）を有する者として当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定する者の当該課

程を修了した者 
 （７）その他本校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者  
 本科５年生を卒業して就職を希望する学生も，将来専攻科に入学して制御情報システム

工学教育プログラムを履修する可能性を持つこととなります。また本科を卒業後，大学３学

年に編入学をする学生の場合は，編入先大学の JABEE プログラム対象者となる可能性を

持っていることを自覚して，この手引き書を読んでよく勉学に励んで下さい。 
 
３ 単位の認定 
他の教育機関で修得した単位，本科編入学生が編入前に修得した単位の認定または本校

本科で本教育プログラム対象科目を修得しないまま専攻科に入学した場合の単位の認定は

次のとおりになります。 
（１）他の高等専門学校，短期大学または専修学校等を卒業し，本専攻へ入学した場合 

本プログラム対応科目に該当する科目を，卒業した出身学校で修得していると認め

られる場合は，これをもって相当する本教育プログラム対応科目を修得したものとみ

なす。なお，この場合において修得を認定する基準は，出身学校の該当科目のシラバス

を調査し，本教育プログラム対応科目と内容が類似しており，60 点以上の評価がある

ときとする。 
 

（２）本校電子情報工学科から本プログラム対応科目が未修得のまま専攻科へ入学した場

合 
専攻科入学後，本科の対応科目を履修・修得することができる。 
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上記（１）～（２）いずれの場合も本プログラム修了要件に規定されている学習保証時間，

学習・教育目標ごとに必要な単位数を本専攻在籍中に本専攻教育課程表の科目を修得した

だけでは満たすことができないと見込まれる場合には，本専攻在籍中に本科の本プログラ

ム対応科目を修得しなければなりません。 
 
４ プログラム修了要件 

本校専攻科「制御情報システム工学専攻」への入学者は，全員本校の教育プログラム「制

御情報システム工学」を履修することになります。このプログラム修了要件を以下に示しま

す。 
（１）本プログラムが定めた科目を修得していること。 
（２）本プログラムにおいて 124 単位以上を修得していること。 
（３）本プログラムが定める学習・教育目標(A)～(C)対応科目ごとに，次の単位数を満た

していること。 
学習・教育目標(A)   6 単位以上 
 (A1) 2 単位以上・(A2) 4 単位以上 
学習・教育目標(B)  22 単位以上 
 (B1) 4 単位以上・(B2) 4 単位以上・(B3) 4 単位以上 
 (B4) 4 単位以上・(B5) 4 単位以上 
学習・教育目標(C)  40 単位以上 
 (C1) 6 単位以上・(C2) 8 単位以上・(C3) 26 単位以上 

（４）学士を取得していること。 
 
 
 
 

5



2019年度新基準対応

基準1.2の知識・能力

(c)

数学及び自

然科学及び

情報技術に

関する知識と

それらを応用

する能力

(d)

当該分野にお

いて必要とさ

れる専門的知

識とそれらを

応用する能力

(e)

種々の科学、

技術及び情

報を活用して

社会の要求を

解決するため

のデザイン能

力

(f)

論理的な記

述力、口頭発

表力、討議等

のコミュニ

ケーション能

力

学習・教育目標

電子情報通信・コンピュータ及び関連の工学分野の

学士課程プログラムに関する分野別要件
(1)コンピュー

タ、ソフトウェ

ア、情報等に

関する工学教

育プログラ

ム：

・論理回路、

情報理論、

データ構造な

どの知識

・上記の知識

を組み合わせ

ることも含め

た応用能力

プログラムの

学習・教育到

達目標の達

成に向けた学

習・教育内容

に含まれる工

学的な機能

及び概念を組

み合わせた

複雑なシステ

ムに関する知

識

プログラムの

学習・教育到

達目標の達

成に向けた学

習・教育内容

に含まれる工

学的な機能お

よび概念に関

する実験を計

画・遂行し、

データを正確

に取得・解析

し、工学的に

考察する能力

プログラムの

学習・教育到

達目標の達

成に向けた学

習・教育内容

に含まれる工

学的な機能お

よび概念を他

者に正確に説

明する能力

(A1)
文化や歴史を踏まえ国際社会で生じる様々な現象について

総合的に把握することができる (a)
◎

(A2)
社会や環境に与える影響を考慮し経済的・倫理的な視点から

考えることができる (b)
◎

(B1)
工学分野における諸現象のしくみを数学的・物理学的に理解

できる ( c )
◎

(B2)
電気・電子分野及び通信分野について理論的に説明できる

(c)
◎

(B3) 情報分野について理論的に説明できる (c) ◎

(B4)
複合分野にわたる知識を身につけ有機的に結び付けることが

できる. (d)
◎

(B5)
電気・電子分野及び情報分野のハードウェア・ソフトウェア実

験・実習を通して、工学的に考察し活用することができる (e)
◎

(C1)
日本語・外国語により書かれた文章を理解し、文章や口頭発

表により表現することができる (f)
◎

(C2)
共通の制約条件の中，個人またはチームで計画的にPJを進

め、創造的なシステムを実現し表現することができる (e, h, i)
◎ ◎ ◎

(C3) 新しいシステム・概念を創生し、表現することができる (f, g) ◎ ◎

学習・教育目標とＪＡＢＥＥ基準1.2との対応関係

(a)

地球的視点

から多面的に

物事を考える

能力とその素

養

(b)

技術が社会

や自然に及

ぼす影響や

効果、及び技

術者の社会

に対する貢献

と責任に関す

る理解

(C)

ものづくりを通して、知能シス
テムやユビキタス環境を設
計・構築・提案できる電子情
報システム技術者 (e, f, g, h, i)

(Ｂ)

ソフトウェア・ハードウェア・
ネットワークのアーキテクチャ
技術を身につけ、高度な情報
化社会に貢献できる電子情報
システム技術者 (c, d)

(g)

自主的、継続

的に学習する

能力

(h)

与えられた制

約の下で計

画的に仕事を

進め、まとめ

る能力

(i)

チームで仕事

をするための

能力

(A)
国際的な視野と倫理観に基づ
く価値判断ができる電子情報
システム技術者 (a,b)
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別表３
制御情報システム工学専攻の修了要件（科目構成表） 電子情報工学科－制御情報システム工学

必修
・

選択

習得
単位

必修
・

選択

習得
単位

必修
・

選択

習得
単位

必修
・

選択
習得単位

歴史学Ⅰ 1 日本語と文化 1 地域社会研究 2

歴史学Ⅱ 1 環日本海文化論 2

哲学Ⅰ 1 国際関係論 2

哲学Ⅱ 1 日本語・日本文学 2

経済学Ⅰ 1 法学 1 技術経営(MOT)論 2 産業特論 2

経済学Ⅱ 1 経営戦略特論 2 必 技術者倫理・企業倫理 2

地域産業学 2 港湾実務 2

港湾物流 2

数学特講Ⅰ 1 応用数学Ⅲ 2 必 応用数学特論 2 地球科学概論 2

数学特講Ⅱ 1 応用数学Ⅳ 2 必 応用物理学特論 2 健康科学 2

統計学 1 数学・物理学演習 2

応用数学Ⅰ 1

応用数学Ⅱ 1

応用物理Ⅲ 1
応用物理Ⅳ 1

電子デバイス 1 センサ工学 1 通信工学特論 2 電磁波工学特論 2

電子通信工学Ⅰ 1 電波工学 1 計測制御システム工学 2

電子通信工学Ⅱ 1 応用電磁システム 1 量子エレクトロニクス 2

制御工学Ⅰ 1

制御工学Ⅱ 1

電気磁気学Ⅰ 1

電気磁気学Ⅱ 1

電気回路Ⅲ 1

情報数学Ⅱ 1 情報理論 1 情報処理学 2

オペレーティングシステムⅠ 1 ソフトウェア工学Ⅰ 1 知能情報処理工学 2
オペレーティングシステムⅡ 1 ソフトウェア工学Ⅱ 1 オブジェクト指向プログラミング 2

計算工学Ⅰ 1 計算工学特論 2

計算工学Ⅱ 1

電子システムⅠ 1 コンピュータ計測Ⅰ 1 計測制御システム工学 2 生産開発システム 2

電子システムⅡ 1 コンピュータ計測Ⅱ 1 衝撃工学 2

通信システムⅠ 1 ディジタル信号処理Ⅰ 1

ディジタル信号処理Ⅱ 1

情報ネットワークⅠ 1

必 電子情報工学実験Ⅲ 3 メディア工学Ⅰ 1 インターンシップA 2 生体情報工学 2

通信システムⅡ 1 メディア工学Ⅱ 1 インターンシップB 3 ネットワークシステム工学 2

数値計算 1 電子回路Ⅲ 1

インターンシップ 2 電子回路Ⅳ 1

情報ネットワークⅡ 1

国語表現 1 英語演習Ⅲ 1 必 英語特論Ⅰ 2

総合英語Ⅳ 1 環日本海諸国語Ⅲ 1 必 英語特論Ⅱ 2

総合英語Ⅴ 1 技術英語 1 応用英語 2

英会話演習Ⅰ 1 必 技術英語 2

英会話演習Ⅱ 1

英語演習Ⅰ 1

英語演習Ⅱ 1

環日本海諸国語Ⅰ 1

環日本海諸国語Ⅱ 1

創造工学設計Ⅰ 2 必 制御情報システム工学演習 4

創造工学設計Ⅱ 2 必 制御情報システム工学実験 4

必 卒業研究 12 必
制御情報システム工学
特別研究Ⅰ 4 必

制御情報システム工学
特別研究Ⅰ 5

必
制御情報システム工学
特別研究Ⅱ 5

新しいシステム・概念を創
生し、表現することができる

左記科目

から 26 単
位修得す
る。

(C)

ものづくり
を通して、
知能シス
テムやユ
ビキタス環
境を設計・
構築・提案
できる電
子情報シ
ステム技
術者

(C1)

日本語・外国語により書か
れた文章を理解し、文章や
口頭発表により表現するこ
とができる

左記科目
から ６ 単
位以上修
得する。

左記科目
から 40単
位以上修
得する。

(C2)

共通の制約条件の中，個
人またはチームで計画的に
PJを進め、創造的なシステ
ムを実現し表現することが
できる

左記科目
から ８ 単
位以上修
得する。

（C3）

(B4)
複合分野にわたる知識を
身につけ有機的に結び付
けることができる.

左記科目
から ４ 単
位以上修
得する。

(B5)

電気・電子分野及び情報
分野のハードウェア・ソフト
ウェア実験・実習を通して、
工学的に考察し活用するこ
とができる

左記科目
から ４ 単
位以上修
得する。

(B2)
電気・電子分野及び通信
分野について理論的に説
明できる

左記科目
から ４ 単
位以上修
得する。

(B3)
情報分野について理論的
に説明できる

左記科目
から ４ 単
位以上修
得する。

左記科目
から 124
単位以上
修得する。

(A2)
社会や環境に与える影響
を考慮し経済的・倫理的な
視点から考えることができる

左記科目
から地域産
業学を含む
４ 単位以
上修得す
る。

(Ｂ)

ソフトウェ
ア・ハード
ウェア・
ネットワー
クのアーキ
テクチャ技
術を身に
つけ、高
度な情報
化社会に
貢献でき
る電子情
報システム
技術者

(B1)
工学分野における諸現象
のしくみを数学的・物理学
的に理解できる

左記科目
から ４ 単
位以上修
得する。

左記科目
から 22単
位以上修
得する。

(Ａ)

国際的な
視野と倫
理観に基
づく価値
判断がで
きる電子
情報シス
テム技術
者

(A1)

文化や歴史を踏まえ国際
社会で生じる様々な現象に
ついて総合的に把握するこ
とができる

左記科目
から ２ 単
位以上修
得する。

左記科目
から ６ 単
位以上修
得する。

学習・教育目標
電子情報工学科
4年

電子情報工学科
5年

制御情報システム
工学専攻
1年

制御情報システム
工学専攻
2年

評価方法と評価基準
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